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要       約 

 

 ヤリイカ対馬暖流系群は1970年代に日本海西部海域での2そうびき沖合底びき網漁業

によって10,000トン以上の漁獲があったが、現在日本海西部での漁獲は少なくなってお

り、分布の中心は北部日本海から津軽海峡付近にある。水温の中期的変動等環境の影

響もあると考えられるため、漁獲圧の引き下げは小幅なもので良いと考えて下のようにＡ

ＢＣを算出した。 

 
         2004年ＡＢＣ    資源管理基準     Ｆ値    漁獲割合  
 ABClimit      26百トン     0.8Cave2-yr      －       －  
 ABCtarget    21百トン     0.8ABClimit        －       －  

100トン未満を四捨五入  
 
   年  資源量（トン）  漁獲量（百トン）    Ｆ値     漁獲割合  
  2001     －        33             －        －  
  2002     －        33             －        －  
  2003     －         －             －        －   
年は暦年（１月から12月）  

漁獲量は山口～北海道の合計値 100トン未満を四捨五入  

 

(水準・動向) 

水準：低位    動向：減少 

 

１．まえがき 

  近年の我が国のイカ類の漁獲量のうちヤリイカの占める割合は２％前後と推定されるが、

漁獲量の大半を占めるスルメイカやアカイカに比べて単価が高く、底びき網、底建網、定

置網、棒受網や釣りなど多くの漁業で漁獲され、本種の資源動向が漁業経営に与える影

響は大きい。日本海側での漁獲量は減少傾向が認められ、近年の漁獲量は太平洋側の

漁獲量とほぼ同程度の水準である。 

 

２．生態 

（１）分布・回遊 

 1





日本海西部海域では、以前は山口県および島根県を中心とする２そうびき沖合底びき

網漁業によって多獲され、その最大値は1977年の13,700トンで、単一種としては最も漁

獲量の多い種であった。しかしその後減少を続け、2002年の漁獲量は28トンと最盛期の

僅か0.2％にすぎない。沿岸漁業における日本海西区(山口県～福井県)の漁獲量も減

少傾向がみられ2002年の漁獲量は約200トンである。 

日本海北部(石川県～北海道)で最も漁獲量の多い青森県の漁獲量は、1970年代の

終わりから1980年代の中頃までは日本海西区の沖合底びき網漁業と同様に減少したが、

その後1990年代に増加傾向を示した。しかし2000年以降の漁獲量は減少傾向が見られ

る。2002年の対馬暖流系全体としての漁獲量は約3,300トンと推定される。 

 

４．資源の状態 

（１）資源評価方法 

 ヤリイカは農林統計の全国集計対象種になっていないため公式統計がない地域が存在

する。したがって、日本海西部海域では２そうびき沖合底びき網漁業の漁獲統計を、北

部海域では漁獲量が多く統計が古くから整備されている青森県の漁獲量の経年変化を

用いた。 

（２）資源水準・動向の判断 

 1975年以降の２そうびき沖合底びき網漁業による資源密度指数の経年変化をみると

1977年には170を超えていたものが2002年には約1/100のわずか1.95にまで減少した

(図3)。この20年ほどの間には数回一時的な増加がみられたものの資源は減少の一途を

たどっている。 

  一方青森県の漁獲量経年変化を見ると、1985年までの減少傾向は西部の2そう沖底

の指数の傾向と符合するものの1986年以降は変動しながらも増加に転じ、1995年ごろま

では明瞭な増加傾向にあった。しかし、1995年以降はやや減少傾向に転じており、北部

海域においても近年は減少傾向にあると考えられる。 

したがって対馬暖流系全体としても、資源水準は低位、資源傾向は減少と考えられ

る。 

 

５．資源の変動要因 

（１）資源と海洋環境の関係 

ヤリイカ資源と海洋環境との関係を検討すると、青森県漁獲量の変化は桜井(2001)も

指摘するように1970年台後半から1980年代半ばまでの寒冷な環境下で減少し、1980年

代から現在までの温暖な環境下で増加するなど水温の長期変動傾向に良く符合する。

長沼（2000）も日本海における50ｍ水温の平均値が日本海北部海域における翌年のヤ

リイカ漁獲量と正の相関があることを示している。このことは太平洋側を含めた日本周辺

海域全体として分析した伊藤(2002)も北偏の可能性を示唆しており、水温変化等の海洋

環境の変化がヤリイカ資源の増減に与える影響はかなり大きいものと考えられる。 

 ただし、日本海西部海域では沖合底びき網漁業が漁獲の主体であったために、定置網

が主体である日本海北部海域よりも漁獲圧が過剰に投入された事も考えられる。 

 

６．管理目標・管理基準値・2004年のABCの設定 

（１）資源評価のまとめ 
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 沖合底びき網漁業の資源密度指数と青森県の漁獲量動向から、ヤリイカ対馬暖流系群

の資源水準は低位、動向は減少傾向と判断した。 

（２）資源管理目標 

ヤリイカ資源は低水準にある。環境の影響も大きいと考えられるため、西部海域のヤリ

イカ資源が急速に回復する可能性は低いと思われる。一方現在分布の中心と考えられる

北部海域においては、長期的に見て1985年から1994年にかけては増加傾向にあったが、

1995年以降は減少傾向に転じている。ヤリイカは年魚であるので、再生産が好転すれば

資源も急速に回復する可能性がある。したがって産卵親魚を確保しながら、好環境下で

の大きな年級の発生を待つことによって資源の増大を図ることを目標とする。 

（３）2004年のABCの設定 

 ヤリイカの漁獲量を比較的長期間にわたり記録しているものは青森県の漁獲統計と2そ

うびき沖合底びき網漁獲統計であるが、どちらも対馬暖流系全体の資源水準を代表す

る値としては不適等である。したがって漁獲制御ルール2－2）に従う。漁獲量は減少傾

向を示しているが、2002年の漁獲量は2001年と同等の約3,300ｔであった。そこで2001

年と2002年の漁獲量の平均にβ３を0.8、αを0.8としてABCを求めた。 

         2004年ＡＢＣ    資源管理基準     Ｆ値    漁獲割合  
 ABClimit      26百トン    0.8Cave2-yr        －       －  
 ABCtarget     21百トン    0.8ABClimit         －       －  

100トン未満を四捨五入  
 

（４）過去の管理目標・基準値、ABC（当初・再評価）のレビュー  
 評価対象年（当初） 管理基準   資源量 ABClimit  target   漁獲量  管理目標  
                             （百トン） （百トン）  
 2003年（当初）   0.8Cave3-yr    －      38      31   －   産卵親魚確保  
  
＊本系群は2002年まで日本海西・東シナ海系群として資源評価している。 
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２そうびき沖合底びき網の資源密度指数 


